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１．はじめに

２０１５年の採択以降，SDGs は社会に広く浸透してきて
おり，SDGs という言葉そのものの認知率は８０％と高い
認知率となっている１）。一方，SDGs の１７のゴールすべ
ての内容を理解しているという人は４％にとどまり２），
言葉を聞いたことはあるが内容を理解していないという
人が多いのが現状である。教育界においても子どもへの
SDGs 教育が広く取り組まれているが，効果的な教育方
法については現在も模索中である。
子ども自身にグローバルな課題を自身の問題として捉

えさせるためには，自身の言葉や絵，身体的表現をさせ
る活動を行い，お互いに伝え合わせることにより，共に
問題解決に向けて取り組んでいくようになる傾向があ
る３）との結果もある。このことから教育現場においても
自身の言葉や絵を用いる目的で，老若男女問わず遊ぶこ
とができる『かるた』を導入している分野４）も多い。か
るたに用いられる七五調のリズムは文学の世界だけでな
く，日常でもよく目にし，耳にするため，七五調は日本
語母国語者には耳に心地よいだけでなく，記憶にも残

る５）ため七五調のリズムにのせて表現するとその内容は
強い印象を残すことができる６）と言われている。
本研究では SDGs に関するかるたの製作が子どもの

SDGs に対する興味関心と理解度に与える影響について
検証することを目的とする。

２．研究方法

かるた製作前に被験者の SDGs に関する知識を統一す
るため，被験者に対して SDGs に関する授業（写真１）
を行なった。授業は SDGs に関する内容，１７のゴールに
関する現状と課題に関する内容について，公益財団法人
日本ユニセフ協会のホームページ７）をもとに行なった。
授業後にかるた製作前（以下，事前）アンケートを行な
い，SDGs１７のゴールそれぞれの興味・関心および理解
度を調査した。授業後に生徒それぞれに SDGs の１つの
ゴールに関するかるたの製作を課題として与え，かるた
の絵札を製作させた。かるたの読み札については事前に
準備し，１つのゴールに対して現状の説明，現状の問題
点，ゴールごとの目標の３種類ずつとした。かるた完成
後に製作したかるたを用いて実際に被験者らに遊ばせ
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写真１ SDGs に関する授業（中学生）

写真２ かるた使用状況（中学生）

表１ 興味関心５段階評価（事前・事後）

（写真２），事前と同様の内容についてアンケート調査
を行なった。事後アンケートについてのみ，SDGs の
ゴール達成のために自身がすべきことの自由記述を設け
た。本研究において興味関心とは SDGs のゴールについ
て知り，自身の問題として捉えられていること，理解度
とは内容を把握しており，ゴールを何も見ずに正しく書
くことができる状態とした。アンケート調査では興味関
心，理解度ともに５段階評価（数値が高いほど興味関心，
理解度が高い）で判断させ，理解度についてはさらに記
述内容を検証し，書けていない場合は減点した。
調査対象は，高校生については日本文理大学附属高等

学校１～２年生の生徒６１名，中学生については大分市立
大在中学校１～２年生の生徒２４名を対象とした。

３．アンケート結果

３－１ 興味関心の変化について
高校生および中学生の SDGs に関する興味関心につい

て，事前および事後のアンケート結果の５段階評価平均

値および標準偏差をゴールごとにそれぞれまとめたもの
を表１に示す。

興味関心について，事前・事後ともに全てのゴールで
高校生よりも中学生の方が高いスコアを示した。これは
自身の考える SDGs に関する興味関心の尺度の違いと考
えられ，一概に高校生よりも中学生の方が SDGs に関す
る興味関心が高いとは判断できないと考えられる。
事前と事後の興味関心の変化については，高校生では

全てのゴールで平均値はプラスに変化し，標準偏差も小
さくなり，最低スコアもプラスに変化した。中学生では
平均値はゴール１０，１１，１２，１３，１４，１５，１６，１７でマイ
ナスに変化した。多くのゴールで偏差は小さくなった
が，逆に大きくなった項目もあり，それらのゴールでは
最低スコアもマイナス側に変化した。

３－２ 理解度の変化について
高校生および中学生の SDGs に関する理解度につい

て，かるた製作事前および事後での５段階評価の平均値
と標準偏差をゴールごとにまとめたものを表２に示す。
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表２ 理解度５段階評価（事前・事後） 表３ 高校生頻出単語上位１０単語

図１ 高校生共起ネットワーク

理解度についても事前・事後ともに全てのゴールで高
校生よりも中学生の方が高いスコアを示しているが，興
味関心同様に SDGs に関する理解度の尺度の違いと考え
られ，高校生よりも中学生の方が SDGs に関する理解度
が高いとは判断できないと考えられる。
事前と事後の理解度の変化については，高校生では興

味関心同様に，全てのゴールで平均値はプラスに変化
し，ほとんどのゴールで偏差も小さくなり，最低スコア
もプラスに変化した。中学生では，平均値はゴール
１１，１４，１５，１６でマイナスに変化している。

３－３ 自由記述に関するテキストマイニング
かるた製作事後の『SDGs のゴールを達成するために

皆さん自身がすべきことは何だと思いますか？あなたの
考えを記述して下さい。』の問いに対する自由記述の回
答についてKH Coder８）を用いてテキストマイニング分
析を実施した。高校生の頻出単語上位１０単語，共起ネッ
トワーク，階層的クラスターをそれぞれ表３，図１，図
２に，中学生の頻出単語上位１０単語，共起ネットワー
ク，階層的クラスターをそれぞれ表４，図３，図４に示
す。
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図２ 高校生階層的クラスター

表４ 中学生頻出単語上位１０単語

図３ 中学生共起ネットワーク

図４ 中学生階層的クラスター
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３－４ 考察
高校生においては興味関心，理解度ともに全てのゴー

ルでプラスに変化したが，中学生においてはマイナスに
変化したゴールもあり，ゴール１１，１４，１５，１６の４つの
ゴールにおいては興味関心，理解度ともにマイナスの変
化となった。ヒアリング結果から，高校生，中学生とも
に参加した全員がかるた製作を通じて授業以外にも自分
でゴールについて調べており，自分事として感じてお
り，興味関心や理解度の向上に繋がったと考えられる
が，中学生は『調べることで自分の知識の少なさを認識
した』や『知っていると思っていたことがもっと深い内
容だった』等の意見や，『自分でできる事がほとんどな
く無力さを感じた』等の意見もあり，これらがマイナス
への変化に繋がったと考えられる。
テキストマイニングでは高校生，中学生ともに頻出名

詞は『自分』が最も多く，共起ネットワークから『思う』
や『知る』と繋がっており，かるた製作を通じ知識を得
たり，考えたりしたと推測される。頻出名詞の上位に
『ごみ』『ポイ捨て』『ご飯』など高校生や中学生にとっ
て身近に達成できそうに感じられる飢餓の問題やゴミ問
題の記述が多く見られた。若い世代に理解されにくい，
国際的な内容のゴール１７についても事前・事後の変化は
大きくプラスに変化し，自由記述においても世界規模の
問題についての記述が見られた。クラスター分析では，
高校生では７つの，中学生では６つのクラスターに分類
でき，両者とも飢餓に関する内容，ごみに関する内容が
見られ，中学生では国際的な内容についても記述されて
いた。ゴール８，９，１１に関する内容は記述がなく，高
校生や中学生にはイメージしにくい内容であると考えら
れる。

４．まとめと今後の課題

かるたの製作を課すことで，自身で SDGs について調
べたり考えたりし，実際にかるたを行なうことで読み札
を読み聞きし，内容を反芻することで興味関心・理解度
が高まった。かるたの製作活動は国際問題でもある
SDGs の意識啓発にも効果があったことが明らかになっ
た。今後の課題としては，今回身近に感じることのでき
なかったゴールについて興味関心・理解度を向上させる
ためにはどうすれば良いか，かるたの他の身近なツール
の使用の検討等が考えられる。
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